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ま憩一駒  

郎む¢主よ  iミ・こ：ヤilなリー‥スタヘの対応が大き  
大盛況のRIMS総会  

〉膝でしたが、そ占甜兢恕転職虫にな  
っていか削い 古壱熊田ンが  

■  

ー1  北米のり‘えク管理専門家たちの団体である  

甲MS（リスク・保険管理協会）の年次総合が し  

今劉ま4即‡挙国南部のニューオーリ㌣ズで  

開催され、私も参加しました。北米だけセな 二 

く「世界冬地から例年、琴千人の参加者がをサ  

＿ イ 関係業者の展示ヨ．－ナーも数百あろといごう上  
の総会は一大イベントであり、5日間の会期  

中に実に多くの活動か行紬ますd■今年裾  

前年9月11日の米国に中ける同時多尭テロ  

の発生で保険業界は特に大き・な夢撃を筆も笹 一 

▼1フI一～、 後だけに、この種の、発射醇瑚撞轟；】  

・こ  

コン・トロー．′い封渦・リスク村仲iバ人テーマ  

≡二三三三‡‡‡  
．  

んだ米国、遅れた日本  

の  

運苗され  

個々．人  

・こF続きで  
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零癖弓輝磯曜済挙諦率温蓋義耗夢泉敬穏  
ニューヨーク、モントリオール、Qンドンな  

と濃外に畿隷．  

恥年闊杜取掛捜．  
如率適任』劉敷板準教授監就穫戦場在院蓋亀  

凄牽撃博士診専門妹堂椒び議夕醜態隙  

はシャーロック・ホームズ研究．匹内外数社  

の開を潜め、ビジネス・難■・文♯の各分  

野で焉雇している●  

東芝取一市場取引瞥穏蓉爵愛車鼻熟  

最速窃車轡：ぎ故事藍泉生威噴煙剥監督轟能  

瀬新閻簸き、r寒鰹誇轟尭隋市場磯脚  

漆調新報敏き   

▲ゝ．■■ 
蔓‘：準鞠廃恕琶蒸密  

－  

恕番場毒 蚤爛噂槻  

三嘲醐閻感感轟か転遠戚  
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に王密されていれを鉢  

ジサ冬、一という程度の感覚でビジネスを軽挙 

することができたのです。そり意味では規制Y叫  

‾－  

ニ－：；等∴  〝 l11淋 荘書 落貞莞      保．慧判  
ねと賑据え．る、彿もしれま  

エソこL◆・ヤハ川 ノ．r  讃Uを準浄  
土丁‥JJ．r ，’．－・、」・●u こ′▼‘人†′ご＿．C  ナ■－＼！、く、JゾクーJて・－■・材1アイh′1‡・－・▲・一丁・∴二1∵ゝ －－Jr∴㌧・′・く、．t∴1・・．ナγTITI．1）、葺仁一こミむ 

では保険業務を中心とする従来型のリスクマ  

ネジーヤ十でjまこのような変化の敬しい時僅に  

ほ十分な対応ができないごというこtで∴その  

上塵；最高縁家隼づル古；属す・ろCRO∴（チーフ．・ 

リスクi・／オフ・イ耕一）仁というポジ、㌢声ンを設  

けて統合り′スク管現を推進きしようとする企業  

が増えて▲きこま：したご特に巨大な■君スクに日常  

的にさらされてい⑥キネルギ丁、・金融の分野  

で1＞・甲傾向が顕著でぁる↓㌧・、われています。   

発展する統合ijスク管理  

こしかしJ、・時代礎譲婚■く変わタ・ま一しむ轟規制  

．構造は崩壊心つゃあり、．経済のグロ十ノ鞄レ化  

がどんどん進んでい‾るとい⊥う新しい環境の中  

でら．；㌧新‾しメ、ガスタ滝次々に登場七てい・ます。  

！そ・の中でビジネスはぶ印よiう或こ対応すづ思で  

↓藻うか。．、てリスクとさいえば保険と．ゝ÷、，う・言葉が  

すぐ頭の車に浮かび上がり思すが」∴蚤の保険  

業界自身力敬・．太澄及嵐の中に巻き込まれ  

骨折離れ」・わ卵国でも同時多発テ偏に開隠し  

澤讃増額沈ん・を‘した保険金杜が出ま尤払・顔  

りの舎杜も合併「グル」プ化で壁，き残わ一軒道  

教懸命睾探Lて1仁一二・ます。．．  ．ト・．！  

；喜ミニ・ヱ・れは寮はド日本だけの現象¢暗な■くてJ▲全  

世界㌢ベルで煤験iと金融軌ゝ帽虫′細山瀬戸港乳  

でいます。ビジネスにおけるリス究管琴も従  

凍紗よう剥固射き梅軒ら塗薬が鮮紅転準か  

動え・るーリスダを統合鰍；把擾虹て管財’写経  

束う・ノ1・「駄錮ネタ管軽J爛概念が発展も澤．U．、  

、ます。特首謀昇訝先進国ぬ好ね紅る米国ぜ瀬、  

刃ネクも姪営資産の4つ生みな＼し射′で‥糖  

積極的に活用す・ることで、・．▼リ：スク費利益獲得  

の機会につなげようという非常に積極的な思  

想が最近大きな脚光脅浴びてい漂丸∴≒・．1  

こ与し－1二う◆リ■ス汐しに開音牒新心町環境に対応  

し∴そ1の中から眉分たちのどジネ割こ有益な  

要素と勲位組みを取り込も・うとすれば、こ・その  

ねゆの専門家卵胞柳こ必要にな．りま弟去．潤滑   

日本でも米国の後を追う形ではありますが  

統合リスク管理とか、その担い手としての  

C甲に椒鱒藤融鮮きてい  
ます。例■ぇ’i£私の所属する多摩大学大学院  
では昨年凄月努ら「統合サ．ろク管理講座」（略  

称ヱ！C尽Q鞠牽）、を開設し思－＿した揖∴旧本リス  

ク澤㌢jサル葬．ンこト協会では本年7▲月よ，り  

「．CRO育成護摩」∴をご開始し耳す。いずれも本  

邦初秒読みです。▲・．、∫‘；  †一  

十手のまうな動’きはやポてイ資格付与」．の可  

能性を輝起二L賀す去・ン私的資格に加えで・「・リス  

ク管理士」という公的資格とか．ミ国際的に通  

用乗る・「ダ畢ナノ中レCRO」▲せいう資格も必要  

になろでし卦う；。いソニス■ク管理はビジネスの現  

場では高邁な理論よりほプロセスしとか継続的  

な教育が重視さ′れますbこのことを踏まえた  

新⊥∴い日本型のリスク管理の枠組み作．りが緊  

急の課題に・なぅています。  j  
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